
【図解でわかる「自己添削を通したトレーニング」】 

 

「自己添削を通したトレーニング」について図解で説明したものを次頁に示します。「自己添

削を通したトレーニング」とは，日々のオンザジョブトレーニングでの４つのトレーニングの

中の一つです。具体的には，技術文書を書いたら「その内容が明確に伝わるかどうか」を自分

で添削することです。 

自己添削をするときには以下に示した２つの条件を満たすことが必要です注 1）・注 2）。 

①「内容が明確に伝わらない書き方（＝わかりにくい書き方）」がわかること 

②「内容が明確に伝わらない書き方（＝わかりにくい書き方）」の修正方法がわかること 

「内容が明確に伝わる技術文書の書き方の３原則」と「６つのルールと 18 の書き方」を習得

することでこれらの条件を満たすことができます。つまり，日々のオンザジョブトレーニング

での４つのトレーニングで「自己添削を通したトレーニング」の質がレベルアップします。 

注1）：「マンガで学ぼう・ダウンロードコーナー」の中の「自己添削のポイント」の資料を

参照のこと 

注2）：「マンガで学ぼう・ダウンロードコーナー」の中の「日々のオンザジョブトレーニン

グでわかること」の資料を参照のこと 

 

以 上 

 

1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己添削を通したトレーニング 

技術文書を書いたら「その内容が明確に伝

わるかどうか」を自分で添削すること 

自己添削をするときの２つの条件 

【条件１】 

「内容が明確に伝わらない書き方（＝わかり

にくい書き方）」がわかること 

【条件２】 

「内容が明確に伝わらない書き方（＝わかり

にくい書き方）」の修正方法がわかること 

「『内容が明確に伝わる技術文書の書き

方の３原則』と『６つのルールと 18 の書

き方』」＝「基準＆具体的な修正方法」 

◆基本のトレーニング 

◆会話を通したトレーニング 

◆概要版の作成を通したトレーニング 

◆（自己添削を通したトレーニング） 

「どのような書き方をすると『内

容が明確に伝わらないのか」が判

断できる基準を持っていること 

具体的な修正方法がわかっている

こと 

次ページ参照 次ページ参照 

読み手の立場に立って

自己添削をする 

「書き方の３原則」と「６つのルールと 18 の書き方」の習得 
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条件１について 

「製品 A と製品 B の販売個数は，

約 10,000 個/月である」 

この文を「問題ない」と判断

したら自己添削が不成立 

【条件１】 

「内容が明確に伝わら

ない書き方」がわかる 

条件２について 

「製品 A と製品 B の販売個数は，

約 10,000 個/月である」 

書き方 14：意味が

明確な文を書く 

◆製品Aと製品Bの販売個数は，これら

の合計で約10,000個／月である。 

◆製品 A と製品 B の販売個数は，それ

ぞれ約 10,000 個／月である。 

【条件２】 

「内容が明確に伝わらない書

き方」の修正方法がわかる 

【例えば】 

◆構成がない。 

➡「内容が明確に伝わる技術文書の書き方の３原則の中の第２原則：

内容が明確に伝わる構成を考える」で修正しよう。 

◆内容の要点が書いてない。 

➡「書き方１：要点を冒頭に書く」で修正しよう。 

◆根拠が書いてない。 

➡「書き方4：根拠を書く」で修正しよう。 

◆文の羅列で書いてある。 

➡「書き方6：かたまりに分けて書く」で修正しよう。 

◆具体的な文で書いてない。 

➡「書き方13：具体的な文を書く」で修正しよう。 

「『わかる』および『修正

方法がわかる』」とは 

この文は，内容が明

確に伝わらない 
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